
「
岡
目
一
目
」

　

毎
年
八
月
に
な
る
と
、
吉
田

満
著
の
「
戦
艦
大
和
ノ
最
期
」

を
読
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
戦

記
文
学
の
最
高
傑
作
と
言
う
人

も
い
る
。
単
な
る
戦
記
で
は
な

く
、
死
を
前
に
し
た
青
年
達
の

本
音
の
激
論
の
部
分
に
、
何
回

読
ん
で
も
惹
き
付
け
ら
れ
る
。

　

戦
艦
対
航
空
機
の
優
劣
は
ハ

ッ
キ
リ
し
て
い
て
、
明
ら
か
に

敗
け
て
沈
む
と
分
か
っ
て
い
て

の
「
特
攻
」
と
い
う
「
余
り
に

も
稚
拙
な
作
戦
」
命
令
に
「
少

佐
以
上
を
銃
殺
」「
万
里
の
長

城
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
大
和
、
世

界
の
三
大
馬
鹿
」な
ど
の
暴
言
、

狼
藉
。その

鉄
拳
制
裁
ま
で
入
っ

て
の
激
論
部
分
の
最
後
に
、
臼

淵
磐
大
尉
は
言
う
。

「
進
歩
の
無
い
者
は
決
し
て
勝

た
な
い
。
負
け
て
目
覚
め
る
こ

と
が
最
上
の
道
だ
。・
・
・

―
―
（
中
略
）
―
―

そ
れ
以
外
に
ど
う
し
て
日
本
が

救
わ
れ
る
か
。
今
目
覚
め
ず
し

て
い
つ
救
わ
れ
る
か
。
俺
た
ち

は
そ
の
先
導
に
な
る
の
だ
。
日

本
の
新
生
に
さ
き
が
け
て
散

る
。ま
さ
に
本
望
じ
ゃ
な
い
か
」

と
。

　

そ
し
て
静
か
に
桜
の
花
の
中

を
出
撃
し
て
い
く
。

日
本
は
そ
の
後
、
本
当
に

目
覚
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
当

に
進
歩
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

当
会
は
、
歴
史
あ
る
「
飛
騨

短
歌
」
の
解
散
後
、
都
竹
豊
治
・

桜
井
幸
子
・
今
寺
修
三
の
各
氏

が
中
心
と
な
り
、
旧
会
員
と
と

も
に
発
足
し
ま
し
た
。
自
然
の

営
み
の
中
、
日
々
の
暮
ら
し
で

の
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
、
心
動

か
さ
れ
た
こ
と
を
言
葉
と
し
て

残
す
、
自
己
表
現
の
方
法
と
し

て
短
歌
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

月
一
回
（
第
三
土
曜
の
十
時

～
十
二
時
）
作
歌
修
練
の
た
め

の
歌
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
作
品
は
、
隔
月
に
高
山
市
民

時
報
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、

毎
年
の
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
も
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た

年
に
一
度
、
岐
阜
県
歌
人
ク
ラ

ブ
よ
り
講
師
を
招
き
、
飛
騨
地

区
の
他
会

と
合
同
歌

会
を
開
催

し
て
い
ま

す
。

　

会
員
は

み
な
気
さ

く
な
方
ば

か
り
で
、
初

心
者
の
方

で
も
率
直
に
自
分
な
り
の
意
見

を
述
べ
る
な
ど
、
楽
し
い
勉
強

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歌
を
詠

む
と
い
う
事
は
難
し
い
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。ゆ
と
り
あ
る
日
々

を
送
る
為
に
、
短
歌
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
会
員
一
同
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
歌
人
ク
ラ
ブ
・
高
山
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

代
表

 

上
牧
右
田
子

［
公
益
㈳
日
本
吟
道
学
院
　
暁
友

会
飛
騨
本
部
　
独
吟
発
表
会
］

◇
日
時　

八
月
三
十
一
日
（
日
）

　

午
前
九
時
よ
り

◇
場
所　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
の
初
心
者
講
座
は
、
次

の
五
講
座
で
す
。

「
楽
し
い
詩
吟
」

　
漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
な
ど
、
古

今
の
名
詩
を
腹
か
ら
声
を
出
し
て

吟
詠
し
ま
す
。健
康
に
も
良
い
し
、

人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

◆
日
程　

十
月
下
旬
～
十
一
月

（
金
曜
・
五
回
）

◆
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師　

北
野
興
策

◆
費
用　

無
料

「
祝
唄
　
め
で
た
」

　
高
山
の
祝
唄
「
め
で
た
」
を
学

び
ま
す
。
前
唄
、
本
唄
、
返
し
、

納
め
ま
で
歌
え
る
よ
う
に
目
指
し

ま
す
。
他
に
東
海
道
（
大
津
絵
ひ

だ
ぶ
し
）
な
ど
も
学
び
ま
す
。

◆
日
程　

九
月
下
旬
～
十
月
（
土

曜
・
三
回
）

◆
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師　

中
村
重
信

◆
費
用　

無
料

「
は
じ
め
て
の
短
歌
」

　
短
歌
の
基
礎
を
学
び
、
身
近
な

こ
と
を
テ
ー
マ
に
短
歌
を
作
り
ま

す
。

◆
日
程　

十
月
下
旬
～
十
一
月

（
月
曜
又
は
火
曜
・
三
回
）

◆
時
間　

午
後
七
時
～

◆
講
師　

大
下
宣
子

◆
費
用　

無
料

「
飛
騨
の
遺
跡
を
知
る
」

　
飛
騨
地
方
に
は
多
く
の
遺
跡
が

有
り
ま
す
。
先
史
か
ら
古
代
以
降

の
考
古
学
的
な
資
料
を
紹
介
し
、

飛
騨
の
各
地
域
の
歴
史
を
少
し
深

め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
程　

十
月
（
日
曜
・
三
回
）

◆
時
間　

午
後
七
時
三
十
分
～
九

時◆
講
師　

飛
騨
考
古
学
会
会
員

◆
費
用　

無
料

◆
定
員　

三
十
名

「
民
踊
初
心
者
講
座
」

　

地
元
の
民
踊
を
は
じ
め
、
全
国

の
民
踊
や
新
舞
踊
を
楽
し
く
指
導

し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま

せ
ん
か
？

◆
日
程　

十
月
～
十
二
月（
木
曜
・

五
回
）

◆
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◆
講
師　

中
田
豊
飛
真

◆
費
用　

無
料

　

お
申
し
込
み
は
、
八
月
三
十
一

日
（
日
）
ま
で
に
、
文
化
会
館
窓

口
に
て
配
布
の
申
込
用
紙
ま
た
は

ハ
ガ
キ
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。

　

定
員
の
あ
る
講
座
は
、
先
着
順

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み

人
数
の
少
な
い
講
座
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

講
座
に
よ
り
、
日
程
・
回
数
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

［
問
い
合
わ
せ
］

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会　

事

務
局　

三
四
―
六
五
五
〇

初
心
者
講
座
の
ご
案
内

平
成
二
十
六
年
度


